20180429レムナント教会1部
信者のプライド（使徒26:29）
人々は、自分の条件、置かれている環境、そして、状況などを見て、あの人は幸せだ、あるいは、不幸だろうと評価しています。それらは、基本、神を離れてから生まれてきたものであることを、クリスチャンの私たちは忘れてはいけません。しかし、残念ながら、クリスチャンの私たちも、長い間、その中を生きてきて、それにだいぶ慣れているので、信者であるのにもかかわらず、幸せなのか不幸なのかに対しての評価は同じ基準の場合が多くあります。その結果、少しそういう面で恵まれた場合には、優越感や自負などを持つようになります。それは間違っているプライドでしょう。逆に、条件、環境、状況などが優れていない場合、それに基づいて、余計な劣等感などを抱えて生きていくようになってしまいます。そのようにプライドも間違っている、劣等感も余計なものになった場合、信者であるのにもかかわらず、追い求める方向がずれてしまいます。その結果、勝利であるはずの信者の人生の歩みにおいて、多くの者がダメージを受けて、損してしまう残念な結果になってしまいます。ですから、これは非常に大切なテーマになります。そういう意味で、レムナントを始め、信者の私たちは、信者としての正しいプライドを持っていなければいけないし、それを回復しなければいけません。もし、プライド、自負を持っているのに信者らしくないものであれば、それは修正しないといけません。また、いろいろなことによってプライドがグダグダになり、また、劣等感のかたまりのようになっている方々は、信者としての正しいプライドがなにかを理解して、それを回復することによって、そこから抜け出して、本当の意味でプライドある人生を歩んでいかないといけません。その信者のプライドが明らかに示されたいろいろな箇所の中の一つが、今日、長老さんに読んでいただきました聖書の箇所です。

パウロという信者、伝道者が逮捕され、いろいろなことがあって、いま目の前に王様がいて、尋問されている場面です。昔の王様は、指一本で人を死刑にすることができる権限を持っている人です。その王の前でパウロは囚人です。鎖につながっている立場の人です。そこでいろいろな尋問をされているとき、パウロは、これをチャンスにし、この王様に福音を伝えようではないかと福音を伝えていました。すると、尋問していた王様がそれに気づいて、「おまえ、囚人のくせに、いま私を説得してクリスチャンにしようとしているのか。いま何をやっているのか」と言ったのです。そのときパウロは、いままでは少し遠まわしで福音を伝えていたのですが、真顔になって「私は、気がおかしいわけではなくて、この鎖につながっていることを別にして、あなただけではなくて、ここで私の話を聞いているすべての人が私のようになること、それを私は願い祈っている」と言いました。囚人のくせにです。指一本で死刑になり殺されるかもしれないのにです。ということは、それらのことと全く関係なく、王様の前で尋問される囚人という立場などと一切関係なく、パウロはいま、王様より幸せです。私のようにならないとダメなのですと思っているということでしょう。これがプライドです。条件、状況、環境などによって左右されるものではなくて、信者の私たちが持たないといけないプライド、回復しないといけないプライドは、パウロから見られるように、信者である私は、条件、環境、状況などと全く関係なく、いつでも幸せなものだというプライドを持たなければいけません。これがないと、次のステップがずれてしまいます。そうすると、いつも申しあげているように、40年間、荒野をグルグル回るようなことになります。信者なのに。勝利するはずなのに。いつまで経っても心配ばかりで、なにを食べるかなど、世の中の人といつも同じ競争、同じ争い、同じテーマを持って生きるしかありません。短い人生、一回限りの人生、しかもある人は半分以上過ぎていて、レムナントだとしても、もう10年、20年ぐらい経っていて、そんなに長くありません。そんな一回限りの人生なのに道から外れ、信者なのに信者らしくない、なにを食べるか、なにを飲むか、どうすれば成績が上がるか、どうすれば出世するかということばかり考えるようになります。そのようにして、例えば成績が上がって、上の地位を手に入れたとしても、それは信者としては、プライドがぐちゃぐちゃになったことなのです。信者のプライドは、そういうものではありません。死刑になるかもしれません。王様の前で尋問をされているかわいそうな立場と見られるかもしれません。それにもかかわらず、僕は、あなたより幸せなのです。あなたが幸せと言っていても、それは偽物なのですよ。このプライドをぜひ今日、持ってください。聖書の箇所にあるように、刑務所にいるのにもかかわらず、関係なく、私は幸せです。私は学歴もないし、勉強の知識もあまりないし、頭のIQもそんなに高くないし、貧乏で貧しい者なのですが、そういうことと一切関係なく、僕は幸せです。それがペテロです。イエス様が、ペテロにおっしゃいました。「バルヨナ・シモン。あなたは幸いです」。皆さんは、なにを求めて人生を生きているのでしょうか。なにを祈っていらっしゃるのでしょうか。それをよくよく考えて、信者としてのプライドにかけて考えてみてください。信者としてのプライドをゴミのように扱っているのではないでしょうか。ときには家庭内の様々な問題があるかもしれません。また、誰かにいじめられるときもあります。濡れ衣を着せられて、誤解されて無視されるときもあります。けれども、そういうことと一切関係なく、私は、ぼくは幸いな者です。これが信者のプライドで、それがヨセフです。悪いことをしていないのに逃亡犯になって、ものすごい苦労をしながら、ときには気がふれた人の真似をするような悲惨な経験をするようになります。それで死の影の谷を歩くと表現するしかないほどのものすごい苦難を味わうようになりました。逃亡しなければならないような辛い苦難などと一切関係なく、私はそれでも幸いな者、幸せな者なのだ。それがダビデです。主は、私の牧場の羊飼いであり、私には乏しいことがありません。これが信者のプライドです。このままお祈りをささげると死刑になるとわかっていながらも、その死刑の宣告など一切気にせずに、私は幸いなのだ。獅子のところに入れられ、炎の中に入れられるようになる。でも、私は幸いなのだ。そこから神様が助けてくださるだろう。そうでなくても構わない。なにが幸せなのでしょうか。なにが信者のプライドなのでしょうか。それがダニエルとその友達から見られる信者のプライドというものです。イエス様を信じるこの一つの理由で、すべてを奪われ迫害を受けるようになりました。迫害の中で散らばり、家も失い、家族も失い、職場も失い、社会から追い出されるようになりました。痛いでしょう。痛いことを痛くないというつもりはありません。痛いのですが、その迫害とすべてを失い奪われることなどと関係なく、それでも私はそれによって奪われない幸せの所有者なのだ、私が幸せなのだというのが信者のプライドです。これが初代教会です。ときには石打ちにされて、実際、死んでいきながら、でも、その死ぬことさえ私の幸せを奪うことができない。ステパノはそのように告白していました。石打ちにされて死の間際に、それでもそれと関係なく、私は幸せなのだ、これがプライドなのです。ちょっとしたことで、信者の幸せをゴミのように投げ捨てるようなことをせず、信者のプライドを守ってください。これを一つのことばにまとめると、私は絶対的な幸せな者です。なぜこのように言えるのでしょうか。周りから見るとあざ笑うでしょう。死んでいく癖に、石打ちにされているくせに、逃亡者のくせに、いじめられているくせに、なにが幸せなのだというかもしれません。でも、そういうことに耳を貸さずに、私たちは信者のプライドを守らないといけません。
なぜでしょうか。私たちはわかっています。人間のまことの幸せは、条件、状況、環境によるものではなくて、人間の本当の幸せは、人間だけが犬や猫と違う、たましいのある霊的な存在、神のかたちに造られたものなので、人間の幸せは神様とともにいることが幸せなのです。魚は水の中で、木は土の下に根を下ろして、鳥は空を飛びながら、それが幸せなのです。人間は、神様とともにいること。しかし、人は罪を犯したことによって、神からの栄誉を受けることができなくなりました。神の無限の愛と恵みによって、私たち人間が本物の幸せを取り戻すことができるように、神様は、神と出会うための道を約束されました。その道の名前がキリストです。キリストを通してのみ、人間は神様と出会うようになるし、つまり、キリストを通してのみ、人間は幸せになることができるのです。幸いなことに、そのキリストがその幸せのために世に来られて、それに邪魔になるすべてを取り除いて十字架にかけられ、死の力を打ち破ってよみがえり、天に昇られました。その方が、イエス様です。イエス様が、神様に出会う道、幸せの唯一の鍵、キリストだったのです。すべてを成し遂げられました。ですから、人間の本当の幸せは、その神様と出会う道、キリストであるイエス様を信じることです。そこに本当の幸せがあります。皆さんが、感じるか感じないか関係なくイエス様を信じると、皆さんの内側に神様が聖霊を通して入って来られて、二度と神から離れることがないように、つまり、二度と不幸になることができないように、永遠にともにおられるようになります。だから、私たちは、イエス様を信じる信仰一つを条件にして、条件、状況、環境がどうであってもそれに振り回されずに、私は幸せだという、これがプライドです。イエス様がおっしゃいました。心の貧しい者は幸いです。心の貧しい者とは、皆さんのようにイエス様を信じる心を持つ者ということです。イエス様を信じる人は誰でもです。
そして、今日死んでも天国に行けるように造り変えられて保証されていて、いつ死ぬかは神の御手にあるし、そのような祝福の存在なので、この世に生きている間に、聖霊の力によって導かれ動かされて、そして、いままでの理由と世の中の人が生きる理由とはまったく違う、聖なる理由、イエスの証人、福音宣教という理由のために残りの生涯を生きていくようになります。これは祝福なのです。改めて申し上げます。条件、状況、環境などと関係なく、イエス様を信じる信仰によって、皆さんは神様と出会い、永遠に変わらない、奪われない、色あせない幸せを手に入れていることを覚えていてください。ですから、信者のプライドというものは、条件、状況がどうであろうが、それに耳を貸さずに、まず優先的にこの幸せを味わうこと、これを自分の仕事にすることです。死の影に谷を歩くときも、いじめられたときも、病気になったときでも、事業がうまくいかないときでも、子どもに問題があるときでも、まず信者のプライドは、それでも幸せなのだいうことです。このプライドを守り、そうならば真っ先にこの幸せを味わうことを優先にする、これが信者のプライドです。そのときに、サタンは、いままでの体質をもって邪魔します。ブレーキをかけようとして、いつ植民地が改善されるのでしょうか。いつこの問題がよくなるのでしょうか。これはどうしましょうか、あれはどうしましょうか。いろいろなことをそこに取り上げようとします。そのとき信者のプライドは、それが事実であり現実であっても、それはあなたがたは知らなくてもいい。それですぐにサタンに惑わされずに、幸せを味わうところに自分を持っていく、これが信者のプライドです。やってみてください。世の中の常識で生きている者は、それを見て馬鹿じゃないかと思うかもしれません。彼らに対しては馬鹿になったほうがいいと思います。大学生で論文を書いている人に、幼稚園生が「馬鹿じゃないの」と言ったら「うん、馬鹿だよ」というのと同じように。信者のプライドです。皆さんがどれほどすごい存在なのか。
もう一つ、信者のプライドは、これから私と巡り合う人は幸せになれるのだというプライドです。世の中の人々は、自分と巡り合う人に対して、大体、競争相手、ライバルと考えるか、あるいは憎しむ相手、逆に愛情を注ぐ相手だと考えます。でも、その愛情も正確に申し上げると、執着なのです。そのような相手と考えるか、あるいは趣味や何かが通じ合うので友人、友達として接するか、イデオロギーや思想が通じ合うので同志として付き合うパターンなどがあります。でも、よくよく考えてみると、そのすべてのことは、その中心に結局、自分というものがいて、自分のために、自分の有利な何かで、ちょっと表現が悪いのですが利用するという感じなのです。それが付き合いというものです。でも、信者のプライドは、条件と関係なく、自分は幸せな者だ、世の中の人は知らない幸せの持ち主なのだというプライドを持っているので、私と巡り合う人は、キリストによって与えられる出会いなので、その人は私を通して、まことの幸せを手に入れる人なのです。つまり、私と巡り合う人に対しては、その人が競争の相手でも愛着の相手でもなくて、私に与えられたまことの幸せを分け与える相手なのです。他の人に会っては幸せになれません。これが信者のプライドです。神様、本当に神様が幸せにしようとしている人々を私に任せてください。私に起こしてください。これが祈りです。相手に必要なまことの幸せがどこにあるのでしょうか。皆さんの内側にあります。それがプライドです。お金はないかもしれません。ペテロが言いました。金銀は私にはない。しかし、私にあるものをあなたにあげよう。なにがあるのでしょうか。キリスト、そのキリストこそが幸せなのです。条件、状況、環境に左右されません。ですから、皆さんと巡り合える人々は、いろいろなパターンで包装しているのですが、実は偽物の幸せ、偽りの幸せを求めているか、あるいは、それを握って息切れをしている人々なのです。自分がうまくいければ幸せ。物が豊富で経済的に豊かになれば、金持ちになれば幸せ。成功さえあればそれが幸せ。そう思って人生を生きている人です。そうすると、全部偽物なので疲れて重荷を背負って倒れるしかありません。ただ皆ごまかしているだけです。そういう人々と出会うようになり、彼らにまことの幸せを分け与えること、これより大切な仕事はありません。皆さんがどんな夢を持って、どんなビジョンを持っているか分かりませんが、それは夢でもビジョンでもありません。このまことの幸せを分け与えること、これに感動して、これに感激を覚えることがなければ、仕事も仕事ではありません。これこそが仕事です。これこそがクリスチャンのプライドです。
それで、特に復活のあとのクリスチャンのことを神の神殿と言います。神殿というのは、このまことの幸せが、イエス・キリストがあふれ出るところということです。それを現代のことばで教会といいます。天に昇られて万軍の主であられるキリスト、幸せの幸せであるキリスト、その方がそこを通してあふれるのが教会といいます。だから、皆さんを教会、神の神殿と呼んでいるわけです。これが信者のプライドです。これから、私と巡り合う人は、わたしを通して必ず幸せになれる。なれない人は、それは私の責任ではありません。でも、私が持っているキリストをあげて、それを受け入れる者は必ず幸せになります。これが信者のプライドです。ぜひ皆さん、いろいろなことがある中で、もう惑わされないで、この信者のプライドをぜひ、回復して保って、堂々と胸を張ってプライドの中を生きて行ってもらいたいと思います。これ以外の人間的な自尊心やプライドなどは邪魔なのです。そういう意味で、それらは全部下して、全部捨てたほうがいいです。「ほら、どうぞ。全部持っていっていいですよ。まず、あなたが私のことを全部奪い取っても、私に損ばかり加えるとしても関係なく、私は幸せな者なのだから、どうでもいいですよ」。これがプライドです。いちいちくっついて、いちいち喧嘩してではなく、間違っているか正しいか、どっちがどうなのかではなくて。それはクリスチャンとしてのプライドを全部捨てた格好です。クリスチャンのプライドです。いま皆さんがいちばん困っていること、いちばん厳しい状況は何でしょうか。その中でこのプライドを回復し告白してみてください。そういうことと関係なくあるまことの幸せの中に皆さんを持っていくようにしてください。
それから、このプライドを回復して、これからはすべてのことにおいて、まずこの信者のプライドの上ですべてを考えてみることができるようにしてください。例えば、勉強も、このプライドの上での勉強であって、このプライドと関係ない勉強は望ましいものではありません。仕事、恋愛、結婚、どういうことでも、このプライドの上で考えてみてください。どんなことでもそれに神の計画があって、まじめに頑張ることと、それに執着することと、未練タラタラになることとは違うでしょう。なにかに執着するというのは、プライドを捨てたことです。この信者のプライドの上で家族を考えたとき、家族は執着の相手ではありません。勉強も同じです。すべてが道具に過ぎません。ぜひやってみてください。
それから、このような信者のプライドの目に見えるように現れている形が何かというと、それが礼拝です。礼拝は義務ではなく、イヤイヤしながらするものではなくて、礼拝は、この幸せな者でなければ夢にも考えられない特権であり、クリスチャンのプライドなのです。だから、礼拝と関わっていない人を見たときには、彼らがどう思うかは別に関係ありません。まるで飛行機に乗ったときにエコノミーに乗るのとファーストに乗るのと違うように、礼拝は信者のプライドでなければいけません。私は礼拝ができるものなのだ。神に通じるものなのだ。それなのにほとんどの人が、礼拝を自分の仕事に邪魔になるような、あるいはいやいやしながら義務みたいにしています。プライドがないからです。礼拝はいのちある者、生きている者、聖なる者に許されているV.I.Pだけがささげられる特権です。だから、礼拝に対しても、礼拝に臨むときにプライドを持って臨んでください。皆がGWであちこちに遊びに行くかもしれません。みな遊びに行っているのに、私は教会に行かなければいけない。なぜだろうと思わないで、プライドを持ってください。遊びに行くのか。私は礼拝に行く。普段から礼拝がプライドでなければいけません。なぜかというと、礼拝の中で神様のみことばが与えられ、また、みことばに基づいて祈ることができ、祈りの結果、伝道に向かうようになります。ですから、礼拝にプライドを持つというのは、神様のメッセージ、みことばに対してプライドを持つことです。私は人間が話すことを聞くのではなく、神のことば聞く。これがプライドです。だから、自分の思いや考えはいりません。そのみことばを持っているわけですから、祈りもプライドを持って、おまえらはなにを食べるか飲むかいろいろ心配ばかりでしょうけれども、私は心配しないで祈る。祈りがプライドです。
そして、伝道のことを考えること。宇宙において医学を勉強して、芸術、科学、福祉を勉強する人がいるのですが、伝道を考える者はどこにもいない。これはプライドです。私だけが考えられるものなのだ。プライドとして考えてください。それでぜひ、信者のプライドを回復して保ってください。そのために礼拝をプライドを持って、礼拝を通して語られるメッセージ、そのメッセージを握って祈る祈り、そして、伝道を考えること、これを全部プライドを持ってこれから臨んでいただきたいと思います。

（祈り）
愛する天の父なる神様。地獄にいた私たち、罪によってさばかれるしかなかった私たち、知らずに悪魔に従っていた私たちをあわれみ、イエス・キリストによってすべてを聖め、神様がともにおられる神の子どもにしてくださり、幸せな者にしてくださったことを感謝します。本当の幸せのところに私たちを導き入れてくださり、そして、これから残りの生涯、他の人を幸せにするすばらしい立派な人生を歩くことを心から感謝いたします。同化世の中の人とは違うプライドをしいかり回復し保って、堂々と残りの生涯を歩けるように信者ひとりひとりを覚えて祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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